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１ は じ め に

牛白血病は近年増加傾向にあり、その原因究明や対策

が急務である。牛白血病ウイルス（BLV）の水平感染経

路としてアブを主とした吸血性節足動物の重要性が指摘

されている。アブの吸血により BLV が機械的に媒介さ

れ、感染が成立することは報告されているが
1)
、吸血性

節足動物による BLV 媒介機構の詳細については十分な

検討がなされていない。今回、放牧における BLV 感染

と吸血性昆虫生息数との関係について調査した。また、

マダニおよびアブが生物学的に BLV を媒介する可能性

について検討した。

２ 試 験 方 法

(1)牛白血病感染実態調査

３年間にわたり東北地方８ヶ所の公共牧場等におい

て、のべ 682 頭の放牧牛について入牧直後および秋期に

採血を行い、血清分離後ゲル内拡散沈降反応により BLV

抗体の保有状況を調べた。また、６ヶ所の牧場について

はボックス型トラップを設置し、６月末から 10 月中旬

まで飛来する吸血性昆虫を採集した。

(2)マダニ、アブによる BLV の生物学的媒介性の検討

BLV 感染牛を吸血したフタトゲチマダニ若ダニおよ

び成ダニについて、次世代である脱皮後の成ダニおよび

産卵後の卵から PCR により BLV 遺伝子の検出を行っ

た。さらに、若ダニ世代に BLV 感染牛を吸血した成ダ

ニを BLV 非感染牛に吸血させ BLV 伝達の有無を調べ

た。また、BLV 感染牛を吸血したニッポンシロフアブ

を産卵させ、産卵後の個体および卵について PCR によ

り BLV 遺伝子の検出を行った。

３ 試験結果及び考察

(1)牛白血病感染実態調査

1)３年間、のべ 20 放牧場（のべ 682 頭）の放牧期間中

の BLV 抗体陽転率の平均は 5.0 %（最小：0 ％、最大：

20.6 ％）であった。放牧場の抗体陽性率や陽転率は、繁

殖牛を対象とした牧場では育成牛を対象とした牧場より

もやや高い傾向にあった （表１）。また、放牧期間中の

BLV 抗体の陽転率は、入牧直後の抗体陽性率が高く、

吸血性昆虫数が多いほど高くなる傾向にあることが示さ

れた（図１）。

2)アブトラップによって捕獲された吸血性昆虫数は１シ

ーズンあたり約 500 ～ 5000 匹と牧場により差が見られ

たが、捕獲数のピークは７月または８月であった。また、

いずれの牧場においても放牧期間を通してニッポンシロ

フアブが多く見られ本種が最優占種であったが、一部の

牧場ではアオコアブおよびフタスジアブが最優占種とな

った。サシバエは８月下旬以降捕獲数が増加した。

(2)マダニ、アブによる BLV の生物学的媒介性の検討

1)BLV 感染牛を吸血したフタトゲチマダニ若ダニおよ

び成ダニについて、次世代である脱皮後の成ダニ（５匹）

および産卵後の卵（約 250 個分）からは、BLV 遺伝子

は検出されなかった。また、若ダニ世代に BLV 感染牛

を吸血した成ダニ 100 匹を BLV 非感染牛に吸血させ 77

日間観察したところ、BLV 遺伝子および BLV 抗体は全

期間を通して検出されなかった。これらのことや短時間

で宿主から宿主への移動の可能性が低いマダニの吸血生

理を考え併せると、マダニについては BLV の生物学的

および機械的媒介の可能性は低いものと考えられた。



2)BLV 感染牛を吸血したニッポンシロフアブが産んだ

卵（14mg）や産卵後の個体内（２匹）から、BLV 遺伝

子は検出されなかった。このことから、本種の BLV 生

物学的媒介の可能性は低いものと考えられた。

４ ま と め

以上のことから、放牧においては事前に抗体検査を行

い、放牧牛群の BLV 抗体陽性率を低く保つこと、およ

び、薬剤やトラップを用いて、アブなどの吸血性昆虫の

生息密度を減らすことが重要であると考えられた。

なお、本研究は、農林水産省の先端技術を活用した農

林水産研究高度化事業（全国領域設定型）『牛白血病ウ

イルスおよび抗体の高感度検出法と感染伝播防止法の開

発』により実施した。
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表1 2006-2008 年における各牧場の BLV 抗体陽性率と陽転率（%）

図１ BLV 抗体陽転率に及ぼす抗体陽性率と吸血性昆虫捕獲数との関係

（白字：2006 年調査５牧場、黒字：2008 年調査６牧場）
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